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◆24年度実施内容

　単位子ども会活動の振興を図るため、子ども会活動に補助金を交付し、世話人研修会、こ

まキッズフェスタ、単位子ども会活動の活性事業等を実施した。

◆24年度直接経費の内訳

　イベントによる講師謝礼（608千円）

　消耗品費（99千円）

　バス借上料（156千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地区の単位子ども会活動を活性化することで、市子連への加入団体の増加を図る。
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　バス借上料（156千円）

　子ども会連絡協議会補助金（1,863千円）

◆25年度直接経費の内訳

　イベントによる講師謝礼（723千円）

　消耗品費（100千円）

　バス借上料（321千円）

　子ども会連絡協議会補助金（1,971千円）
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事業実施におけ

る課題

単位子ども会の市子連離れがあり、単位子ども会の活性化が課題となっている。ま

た、小牧市が25・26年度に東尾張地区子ども会連絡協議会の会長を務めるため、年

間行事の作成や9市2町の連絡調整等の事務量が増えている。
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事業の

達成状況

24年度のこまキッズフェスタの来場者数は、悪天候であったため、対前年度比1,500

人減の2,500人でしたが、イベントの魅力が十分に認知されてきていると考えられる。

児童館との共催についても、周知・啓発活動も含め、市子連の負担軽減に繋がってい

る。

しかし、単位子ども会数は目標値を達成せず減少傾向である。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

役員の負担軽減として行っているイベントの共催や市子連を担当する臨時職員の配

置を引き続き行い、子ども会活動の支援を継続する。また、他市の状況も踏まえた活

動のあり方についても、今後も市子連と協議・検討を行っていく。
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市子連の役員の負担軽減については、イベントの共催をはじめ、児童館臨時職員の

職務配分の見直しなど各種手段は講じている。しかし、現状以上の経常的な経済支

援の拡大は困難であり、現状維持とする。

判定理由

判　定　理　由

維　持

少子化、共働き家庭の増加などにより、地区の単位子ども会や市子連の活性化に繋

がる改善策を検討することが困難であるが、引き続き、こまきキッズフェスタなどで、

市子連活動のメリットを周知し、必要に応じて市子連と協議・検討を行なう。

維　持

事業廃止をすることで、市こども会連絡協議会の活動は衰退し、地区の単位子ども会

の活性化も図られない。
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一次評価のとおり。市子連へ加入する単位子ども会数が減少傾向にあるこ

とから、増加に向けた取り組みについて市子連と協議すること。

方向性の判定

方向性の判定


